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プロフィール 
1953年生。富山大学文学科卒、元ならコープ職員。 
馬見北５丁目自治会役員歴任。町会議員２期。 
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やつお  こんな人 

農家の次男として…日暮れまでリヤカーを押して 

富山県の農家の次男として、学校から帰ると、重

いリヤカーの後押し。その両親の背中が大きく見え

たこと。町を流れる神通川流域では三井鉱山の会社

が流したカドミウムで発生した「イタイイタイ病」。

その死亡弔慰金が 500万円。「人の命がこれほど軽

いのか」と怒りに震える春雄でした。 

基地に囲まれた沖縄で… 

平和ひとすじの日本共産党との出会い 

沖縄で開かれた平和大会に出席。基地の中の沖縄を見

て衝撃をうけ、基地をなくせと頑張ってきた「おじい」

「おばあ」の話しに大感激。あの侵略戦争に命がけで反

対を貫いた日本共産党の一員に。今、辺野古新基地建設

反対でがんばる沖縄、広陵から声援をおくる春雄です。 

市民のくらしに寄りそって…生協で 30年 

親から「みんなが力をあわせる農協は大事な組織」と

教わってきた春雄は、大学卒業後、迷うことなくコープ

の職員に。そのスローガン「ひとりは万人のために、万

人はひとりのために」を守って、「組合員の声をよく聞

き、要望にこたえる」この経験が今も議員活動に生きて

います。 

住民の力はすごい 20 年来の運動実り中学校給

食実現…さらに、安全でおいしく、無料に 

亡くなった松野悦子議員が中学校給食をと、議会でとりあげてから

20 年余。3000 名を超える署名の力でついに 9 月から中学校給食が

実現。議員として頑張りつづけた甲斐があったと喜ぶやつお春雄議員。

子どもの貧困が社会問題になる今だから、無料化で子育てを応援した

いと決意もあらたに、やつおパワーは全開です。 
 

広陵町の声を県政へ、国政へ 

「給料前の子どもの病気。財布をのぞいて受診をためら

う自分がなさけない」、この声に応えてやつお議員は、今

井光子県会議員と県へ、国へ。町と住民の願い実現へ、「や

れることは何でもやる」、やつお春雄の真骨頂です。 

長生きが喜べる町に 

改悪され続ける介護保険。やつお春雄議員の議会質

問に「国の制度が悪くなっても町が独自に支援します」

と町長が答弁。デマンドタクシーや、移動スーバー、

長生きが喜べる町をめざして、頑張り続けるやつお議

員です。 

八尾議員に田んぼの水の事で相談したら、すぐに来てくれ一

緒に現場を確認してくれた。河川の土砂撤去を求め、治水にも

利水にも熱心だと分かり感激している。 

（76歳・水利組合員:元区長） 

即実行の頼もしいやつおさん 


